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鳥取大学大学院工学研究科博士学位

申請の手引（課程修了による学位）

博士学位の審査を申請しようとする者（以下「申請者」という。）は，「鳥取大学学位規

則」及び「鳥取大学大学院工学研究科博士学位審査規程」（以下「博士審査規程」とい

う。）によるもののほか，この申請の手引により所定の手続きを行ってください。

１．資格

申請者は，原則として博士後期課程第３年次前期までに，指導教員による必要な研

究指導を受けた上，所定の単位を修得し，十分な研究成果をあげているものとする。

２．申請時期

予備審査 １１月（５月）

本審査 １月（７月）

（ ）は９月授与の場合の申請時期とする。

３．予備審査

申請者は，主指導教員の承認を得て博士審査規程に定める下表の書類を工学部事務

部を経由して研究科長に提出し，予備審査を受けなければならない。

提出書類

① 予備審査申請書 （様式１）

② 学位論文の草稿

③ 学位論文の概要及び要旨 （様式２）

④ 論文目録（主論文，学術講演，参考論文） （様式３）

⑤ 履歴書 （様式４）

（注）

(1) 「予備審査申請書」について

氏名は，戸籍のとおりに記入する。

（以下の提出書類についても同様とする。）

(2) 「学位論文の草稿」について

① Ａ４判横書きとし，和文又は英文とする。

② 学位の申請に値する十分な内容を備えているものとする。

③ タイプライタ又はワ－ドプロセッサ等による印字とすることが望ましいが，

手書きによる場合は楷書で丁寧に書くこと。
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(3) 「 学 位 論 文 の 概 要 及 び 要 旨 」 に つ い て

① 所 定 の 様 式 に よ る も の と し ， 学 位 の 申 請 に 値 す る 内 容 で あ る も

の と す る 。

② 和 文 と す る 場 合 は ， Ａ ４ 判 横 書 き と し ， ２ ， ０ ０ ０ 字 程 度 に ま

と め る 。 図 表 ， 化 学 記 号 等 を 用 い る 場 合 は ， 明 瞭 な も の を 使 用 す

る も の と し ， 図 表 は 最 小 限 に と ど め る こ と 。

③ 英 文 と す る 場 合 は ， Ａ ４ 判 横 書 き と し ， ８ ０ ０ 語 程 度 に ま と め

る こ と と し ， 様 式 は 和 文 の 場 合 に 準 ず る 。

④ 論 文 題 目 が 英 文 の 場 合 は ， 題 目 の 下 に （ ） を 付 し て 和 訳 を 併

記 す る こ と 。

(4) 「 論 文 目 録 」 に つ い て

① 主 論 文 と は ，審 査 対 象 の 学 位 論 文 内 容 に 直 接 関 係 の あ る も の で ，

権 威 の あ る 学 術 雑 誌 等 に 在 学 中 に 発 表 し た 学 術 論 文 （ 原 則 と し て

論 文 集 論 文 に 限 る 。） を い う 。

② 学 術 講 演 と は ， 学 会 ・ 研 究 会 等 で ， 本 人 が 在 学 中 に 行 っ た も の

を い う 。

③ 参 考 論 文 と は ， 指 導 教 員 が 学 位 論 文 審 査 上 の 参 考 に な る と 認 め

た 印 刷 公 表 済 の 論 文 を い う 。 な お ， 論 文 目 録 に 記 載 す る 参 考 論 文

は ，学 位 申 請 時 か ら 起 算 し て 過 去 ５ 年 以 内 に 公 表 し た も の と す る 。

(5) 「 履 歴 書 」 に つ い て

① 本 籍 地 は ， 都 道 府 県 名 を 記 入 す る こ と 。（ 外 国 人 は ， 国 籍 を 記

入 す る こ と 。）

② 現 住 所 は ， 住 民 登 録 さ れ て い る 住 所 を 記 入 す る こ と 。

③ 学 歴 欄 は ， 大 学 卒 業 以 降 に つ い て 記 入 す る こ と 。

④ 職 歴 欄 は ，常 勤 の 職 に つ い て そ の 勤 務 先 ，職 名 を 記 入 す る こ と 。

た だ し ， 非 常 勤 の 職 で あ っ て も ， と く に 教 育 ・ 研 究 に 関 す る も

の に つ い て は ， 記 入 す る 。

⑤ 研 究 歴 欄 は ，学 位 審 査 の 参 考 に な る と 思 わ れ る 事 項（ 研 究 課 題 ，

研 修 ， 学 術 調 査 ， 学 術 奨 励 金 に 関 す る も の な ど ） に つ い て ， 事 項

別 に 記 入 す る 。

４．予備審査結果通知

予備審査結果通知書（様式５）により，学位申請が許可された者に通知する。

５．本審査

予備審査で学位申請が許可された場合，主指導教員の承認を得て，博士審査規程に

定める下表の書類を工学部事 務 部 を経由して研究科長に提出すること。
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提出書類

① 学位申請書 （様式６）

② 学位論文

③ 学位論文の概要及び要旨 （様式２）

④ 論文目録（主論文，学術講演，参考論文） （様式３）

(注)

「学位論文」について

① Ａ４判横書きとし，和文又は英文とする。

② 学位の申請に値する十分な内容を備えているものとする。

③ タイプライタ又はワ－ドプロセッサ等による印字とするか，手書きによ

る場合は楷書で丁寧に書くこと。

④ 複写してもよいが，永久保存に耐え得る印刷製本とする。

（印刷製本の際の学位論文の表紙の作成例）

（表 紙） （背表紙）

○ ○

○○○○○○○○○○ ← 論文題目 → ○ ○

○○○○○○○○○○ ○ ○

○ ○

○ ○

○○年○○月 ○

○

○ ○ ○ ○ ← 氏 名 → ○

○

６．論文審査及び最終試験

（１）論文審査の過程において主指導教員が所属する講座が主催で学位論文の公聴会を

開催する。

（２）最終試験は，学位論文の内容を中心として，これに関連する科目について口答又

は筆答により行う。

（３）公聴会，最終試験の日時等は別途通知する。
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７．本審査の結果

学位論文審査結果の要旨（様式７）及び学位論文審査の結果及び最終試験の結果

（様式８）により研究科委員会に報告され，学位の授与の可否を審議し，議決する。

８．学位論文の印刷公表について

（１）学位論文は，学位が授与された場合，その日から１年以内にその全文又は要約を

印刷公表しなければならない。

ただし，当該学位を授与される前に関連論文の形で大部分を印刷公表したときは

この限りでない。

（２）印刷公表は，単行の書籍，学術雑誌等の公刊により行うものである。

（３）学位論文は，学位が授与される前であっても，その全文を印刷公表することが

できる。

また，その研究事項の区分（論文構成上の区分：編，章等）により分割した論文

をもって，数回に分けて印刷公表することができる。


